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第7章 計画の推進について 

7-1  情報基盤の整備と活用 

各施設の点検、修繕等の情報を、公共施設マネジメントシステムを活用することにより、施設の状況を

「見える化」し、実情に沿った修繕等を行い、長寿命化を図ることを目的とします。 

具体的な施設の点検手法として、利用者からの情報伝達、現地確認、定期点検等を行い、その都度、日

時、状況、対応内容、修理費等を公共施設マネジメントシステムに入力することにより、その後の施設管理

に活用していきます。 

7-2  推進体制等の整備 

 市の公共施設マネジメントの全体調整を担う公共施設マネジメント所管課との協議・アドバイスのもと

で、施設管理担当課で計画推進に取り組みます。また、推進にあたって重要な政策決定や、計画の進行管

理・見直し、保全対応などの協議は必要に応じて、提案内容を取手市公共施設マネジメント戦略会議に諮

り、方針を定めます。 
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7-3  フォローアップ 

施設のあり方検討や公共施設マネジメントシステムの活用を図るとともに、環境の変化に対応した施設

管理を検討する必要があります。そのために、Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）

サイクルを活用し、効率的な運用を目指します。 

 

 

 

Plan：本計画の策定 

Do ：本計画に基づく各施設の修繕、点検等の実施 

Check：施設の利用状況・コスト（維持管理費等）状況等の評価及び検討 

Action ：評価及び検討に基づき計画の改善 

7-4  市民との情報共有・協働のあり方について 

施設管理担当課では、 

１、施設利用団体との年間利用計画調整会議  

２、利用者アンケートの実施 

３、体育施設運営委員会 

以上実施し、利用者のニーズに沿った、より良い施設の運営を図っていきます。 
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参考資料 

（1）  建物調査シート 
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